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千
葉
県
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
あ
た
り
の

「久
留
里
」
と

い
う
町
に
降
り
立

っ
た
。

青
々
と
し
た
緑
と
青
い
空
に
包
ま
れ
た
ロ
ー
カ
ル
線
が

走
る
小
さ
な
田
舎
町
だ
。

建
物
は
こ
の
町
の
歴
史
を
抱
え
な
が
ら
商
店
な
ど
と

し
て
生
き
生
き
と
し
て
そ
こ
に
た
た
ず
ん
で
い
る
。

そ
れ
ら
の
並
び
に
は
勢
い
良
く
水
が
噴
き
出
す
井
戸
が

い
く

つ
も
点
在
し
て
い
る
。
水
は
冷
た
く
、
美
し
く

光

っ
て
い
る
。
思
わ
ず
手
で
す
く

っ
て
飲
ん
で
み
る
。

ち
ょ
っ
と
ま
ろ
や
か
で
自
然
の
恵
み
を
感
じ
る
水
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
こ
の
時
間
は
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
。

と
で
も
東
京
か
ら

一
時
間
で
来
れ
る
と
こ
ろ
と
は

思
え
な
い
。

ど
れ
だ
け
時
間
が
経

っ
た
だ
ろ
う
か
。

日
が
傾
い
て
来
た
こ
ろ
小
学
生
の
よ
う
に
裏
通
り
を

石
こ
ろ
を
蹴
飛
ば
し
な
が
必
歩

い
て
い
る
自
分
が
い
た
。

咄



辮
輻

申 ム

織 薄

農 中

つ 卸

惨

花

の
寺
円
如
寺

で
は

赤
や
自

の
萩

の
花
が

咲
き
乱
れ
ま
す
。
地

元
産
品

の
直
売
な
ど

も
あ
り
に
ぎ
わ
い
ま
す
Ю

鰤
霧 鼻

キ藩 ;

疇
嵐

層

久
留
里
の
酒
蔵
で
は

そ
れ
ぞ
れ
絞
り
た
て

の
イ
雛
颯
が
眸
瑣
ヤ
た
ま
■
。́

飲
み
比
べ
て
み
る
の

も

一
興
で
す
。

躙醸
薦

中
鞍
』

久
留
里
は
桜
の
古
木
の
多
い
町
で
す
。

特
に
酒
蔵
須
藤
本
家
周
辺
や
久
留
里

小
中
学
校
周
辺
の
桜
は
見
ご
た
え
十

分
．
く
る
り

っ
子
は
毎
年
満
開
の
桜

と
共
に
新
学
年
を
迎
え
ま
す
。

脅
月

中
久
留
翼
夏
警
診
絲

各
屋
の
軒
先
に
は
提
灯
と
ヤ
マ
ユ
リ
の

花
が
飾
ら
れ
久
留
里
夏
祭
り
が
行
わ
れ

ま
す
。
四
つ
の
町
内
か
ら
引
き
出
さ
れ

た
山
車
が
徐
々
に
集
結
す
る
姿
は
勇
壮

で
す
。
宮
神
真
と
二
基
の
万
灯
神
興
が

夕
暮
れ
の
ま
ち
な
み
を
練
り
歩
き
、
祭

り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
す
。

鍔
‐
劉 鳳

薦 調

ツ 機

ノ《鶯

ツ

》

齢リ

1躙‐ 鮮、 十

九 月

懺

重

嚢

彙

審

久
留
里
城
ま

つ
り
で
は
手
づ

く
り

の
甲
冑
に
身
を
包
ん
だ

武
者
行
列
や
琴
の
演
奏
、
野
上ヽ

剣
舞
、
弓
道
大
会
な
ど
が
行

わ
れ
秋

の
街
並
み
に
城
下
町

の
風
情
が
漂
い
ま
す
。

久
留
里
城
周
辺
遊
歩
道

で
は
ミ

ツ
バ

ツ
ツ
ジ

の
見
ご
ろ
を
迎
え

ま
す
。
遊
歩
道
内

に
残

る
堀
切

な
ど

の
城
郭

の
遺
構
を
見

つ
け

な
が
ら
の
散
策
も
お
勧
め
で
す
。

静
か
な
山
里
愛
宕
で
代
‘
党
け
継
い
で
き
た
酒
蔵
．

手
造
り
に
こ
だ
わ
り
丁
寧
に
仕
込
ん
だ
酒
で
す
。

大
吟
醸
　
飛
鶴
　
純
米
吟
醸
　
飛
鶴
は
華
や
か
な
香

り
が
特
徴
的
。
ま
た
、
限
定
品
の
飛
鶴

「雫
酒
」
も

お
勧
め
で
す
。

褥
饒
颯
攣
砂

上

絵

の
清

酒

『

飛

鶴

』

寛
永
元
年

（
一
六
四
二
年
）
に
城
下
町
久
留
里
で
創

業
し
三
八
〇
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
千
葉
県
下

一
の

老
舗
。
清
洒
　
士
日
寿

（き
ち
じ
ゅ
）
、
大
吟
醸
　
月

幸

（げ

っ
か
）
の
酒
質
は
、
か
ず
さ
の
名
水
の
特
徴

そ
の
ま
ま
に
、
優
し
く
、
や
わ
ら
か
で
多
く
の
皆
様

に
好
ま
れ
る
タ
イ
プ
。

轟
鰊
勒
彎
》
ス
留
里
名
本
仕
込
み

『
善
闘
寿
』

0043927206,(日  祝休す 0ネ ット販売あ り

0テ イステ ィング可     JR久 留里駅か ら徒歩 30分
0酒蔵見学可 (要 予約)  http:〃 www7b biglo6e ncJpハ oЫ 卜uru′

00439272013(不 定休) 0ネ ッ ト販売あ り

0テ イステ イング¬     JR久 留里FIか ■徒歩 6分
O Fl蔵 見学Ⅲl(要予約)  hup://tthlu gekka com′

』
緻
勒
饂
》

久
留

里

の
名
木

と
兄
弟

で
仕

込
む

『

福

祝

」

本
格
芋
焼
酎
「よ
ゐ
こ
」
は
ま
ろ
や
か
さ
を
出
す
た
め

に
特
別
な
素
焼
き
の
瓶
で
貯
蔵
し
た
本
格
派
で
す
。

ま
た
自
然
著
の
業
の
つ
け
根
に
で
き
る
２
セ
ン
チ
程

度
の
実

「む
か
ご
」
で
つ
く
ら
れ
た
む
か
ご
焼
酎
は

米
と
も
手
と
も
違
う
、
柔
ら
か
く
ほ
ん
の
り
甘
い
香

上 に

電 本

の で

連 醸

晶 臨
0た

轟難勒鰺）香り高くンフトな味わい
「ス
乃
原
」

創
業

は
亨

保

年

間

、

酒
造

り

は

「
洗

い
に
始

ま

り

、

洗

い

に
終

わ

る
」

を

モ

ッ
ト

ー

に

洗

米

か

ら
始

ま

る
徹

底

し

た

原
料

処

理

に
集

中

し

、
描

く

酒
質

は
端

麗

で
あ

り

な

が

ら

芳
酵
、
飲
み
飽
き
な
い
食
中
酒
。

一
つ

一
つ
の
仕

込

み
も

、

目

の
届

く

範

囲
内

で

の
小

さ

な

仕

込

み
、
決

し

て
量

産

も

追

わ

ず

、

丁
寧

に
醸

し

て
お

り

ま

す

。

近

年

で
は

、
全

国
新

酒
鑑
評
会

で
連
続
今
賞
受
賞
。

00439272024(不 定休 )

0テ イスティンク可
0酒蔵見学可 (要予約 )

JR久留里駅から従歩 10分

00439272043
0,叶 ヽ 引寺 水休
0テ イスティング可
0洒蔵見学不可

JR久留1旺 駅から従歩3分

誠

雄
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◇
久
留
里
城

「城
の
完
成
後
三
日
に

一
度
雨
が
降
っ
た
」
と
の
伝
説
か
ら

「雨
城
」
の
別
名
を
持
つ
山
城
。
戦
国
時
代
に
は
武
田
氏
や
、

一房
総
の
覇
者
里
見
氏
が
本
拠
地
を
構
え
、
江
戸
時
代
に
は
大

須
賀
　
土
屋
　
黒
円
の
各
大
名
が
入
城
し
ま
し
た
。

◇
君
津
市
立

久
留
里
城
址
資
料
館

久
留
里
城
の
二
の
九
跡

に
位
置
す
る
資
料
館
で

は

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史

と
自
然
を
た
ず
ね
て
」

を
テ
ー
マ
に
資
料
を
展

示
。
屋
外
に
は
再
建
天

守
閣
や
城
の
構
造
　
上

総
掘
り
の
足
場
　
一房
総

の
自
然
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

井戸圃褥
自 由 に 水 を

ml曽事|||

用 賞 ■  二 屋 五 輪 塔

千 葉  木 真 津 方 面

ア クア ラ イ ン  館 LL道

大 多 喜 方 面

ス歯里城

0営業時間 :午前 11時 ヽ午後5日i
醸定休 日 :毎週月&火曜日

(祝 日は営業 )

機問合せ先 :10439274333
〒2920434千葉県君津市向郷 101

◎http:″www■・lt nc jp/ftlrusato/

０
木
村
屋
金
物
店

特
産
品

「
久
留
里
鎌
」

で
繁

盛
し
た
金
物
屋
。
清
ら
か
な

地
下
水
の
国
害
少
τ
受́
け
た
型
馬

久
留
里
の
町
並
み
に
は
、
江

戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
城
下
町
、

明
治
時
代

の
小
櫃
川
輸
送
に

よ
る
繁
栄
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期

の
久
留
里
線
開
通
に
よ

る
振
興
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

未 材 良 全 物 店

県 道 03=線

ミ富津 1疑野 ‐君津方面

鬱月曜体館

鬱問合せ先 :0439273383
久留里 フイール ドミュージアム

０
君
津
市
観
光
交
流
セ
ツ
タ
ー

欠
留
里
地
区
を
中
心
と
し
た
観
光
に
関

す
る
情
報

，
■

‐供
や‐
‐
物
産
品
の
展
示
、

紹
介
を
行
う
観
光
拠
点
施
設
と
し
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
軽
喫
茶
な
ど
の
ス

ペ
■
ス
も
あ

，
ま
す
。

０
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

郷
里

（ふ
る
さ
と
）

里
山

の
田
園
風
景

の
中
に
た

た
ず
む
築
百
三
十
年

の
古
民

家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
隠
れ

家
的
な
カ
フ
ェ
＆
ギ

ャ
ラ
リ

ー
郷
里
。
高

い
天
丼
と
大
き

な
梁
が
日
を
引
く
店
内
、
ど

こ
か
懐
か
し

い
雰
囲
気

の
中

で
挽
き
た
て
珈
琲
と
素
朴
な

手
作
リ
ケ
ー
キ
が
味
わ
え
る
。

敷
地
内
に
あ
る
蔵

の
ギ

ャ
ラ

リ
ー
で
は
県
内
外

で
活
躍
す

る
作
家
の
作
品
な
ど
を
展
示
。

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
河
内
屋

久
留
里
鎌
や
上
総
掘
り
道
具
等
を
扱
う
商
家
で
あ
っ

た
河
内
屋
。
近
年
空
き
店
舗
に
な
っ
て
い
た
昭
和
八

年
築
の
店
舗
は
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
手
に
よ
り
漆
喰
壁

と
格
子
天
丼
に
開
ま
れ
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
再
生
さ
れ

ま
し
た
。

０
久
留
里
の
井
戸

竹
ひ
ご
や
鉄
管
な
ど
、
簡
単
な
道
具
で
井

戸
を
掘
る
技
術

「上
総
掘
り
」
は
、
明
治

に
君
津
市
域
で
開
発
さ
れ
、
道
具
　
技
術

と
も
に
重
要
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
久
留
里
周
辺
に
は
約
二
百
本
の

自
噴
井
戸
が
あ
り
、
そ
の
価
値
が
評
価
さ

れ
千
葉
県
で
唯

一
の

「平
成
の
名
水
百
選
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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